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２０１３東京ヴェルディ ラウンドテーブル 議事録 

日時：２０１３年８月１１日 

於 ：味の素スタジアム（東京都調布市） 

■クラブ側登壇者： 

 東京ヴェルディ 1969フットボールクラブ株式会社 

 代表取締役社長 羽生 英之 

■東京ヴェルディサポーターの皆様  119名 

 

 

羽生： 

 みなさんこんにちは。半年前の前回に、夏にやりましょうという約束をしました。その約束どおり、

こうやって皆さん集まってくれたことに感謝します。今日もまたざっくばらんに話ができればいいな

と思っています。 

早速ですが、今回も質問をたくさん頂いています。その中で多かったものと、おそらく皆さんが興味

があるのではないかというものを、始めにお話しいたします。 

まずは、Ｊリーグのクラブ経営情報開示に関しまして、試合関連経費がすごく増えていて経営を圧迫

して、様々なことに不都合が出ているのではという質問がありました。 

これについては、J リーグからウェアサプライ契約でのサプライ分を収入と経費に計上するよう指示

があり、試合に関連することが多いので便宜上、試合関連経費で支出計上しました。ですので、試合

運営経費について昨年から実際に大幅に経費が増えているわけではありません。 

次に、観客動員についてですが、結果だけを見ると大幅に改善しているということはないかもしれま

せんが、来場者数、チケット収入を個別に見てみると少しずつ良くなっていると感じています。それ

はホームタウンからのリピーターが少しずつ増えているからです。広く浅くというお客様も必要です

が、私たちには、ヴェルディの試合に何度も足を運んでくれる方を一人でも増やすということがとて

も大切です。クラブスタッフもすごく苦労していますが、稲城市、多摩市、日野市、立川市、八王子

市、世田谷区、練馬区などでの地道な地域活動が少しずつ効いているのかなと思います。サポーター

の方で、ボランティアとしてクラブスタッフと一緒にポスター掲出活動や試合告知活動に参加してい

ただいている方がたくさんいて、これがすごく効果があると思います。試合ごとに仲間が増えている

というのはすごくいいことですね。当然、J1に行けば、この数が飛躍的に伸びると思っています。で

すが、現在 J2 にいる間も少しずつお客様が増えているということが我々にとっては大切のことです。

ですので、是非とも皆様にも引き続きご協力をいただけたら幸いです。 

次にとても多かったのが、今年の成績についてですね。私の率直な感想を言います。思ったより、少

し苦労したなと思っています。もう少し勝ち点を取れるところで失うことが多かったと思います。た

だ、チームのトレーニングを日々見ていて、春先にできていたことと今できていることが、ずいぶん

変わってきています。初めの内は失点が少なくて、守備が堅いチームという見られ方をしていました

が、私たちが目指すサッカーの形ではなくて、ただ攻撃が上手くいっていなくて形を作れなかったん

ですね。ですから、前半戦の試合なんかをみると、シュート数がすごく少なくて、上手くいっていな

いという試合が多かったですね。ですから、逆にカウンターを受ける機会が少なかったので、失点も

少なかったと私は捉えております。それで、最近の 10 試合くらいでずいぶん攻撃の形もできてきて、

トレーニングでやっている内容が結果としてついてくるということが多くなってきました。我々がボ

ールを保持して、いい形でフィニッシュまで持ち込むというシチュエーションが増えているので、カ

ウンターを受けて失点をしている場面が増えていますが、それは私から見ると次のフェーズ（段階）
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に入ったと感じています。ですから、チームは一段上がったところに来ているんだと思います。何よ

りも、勝利がチームの自信になっていきます。前半戦はすごくついてなかったと感じていましたが、

最近はちょっとツキがきているのでこのツキを離さないようにしていけば、まだ 2 位も狙えて、現実

的に見れば 3位から 6位に入ることは可能だと思っています。残りの 5試合でどういう状況にいるか

というのが勝負だと思うので、しっかり監督を中心にやっていきたいと思います。そういう意味で監

督を信頼しています。 

次に、多かった質問・ご意見は、選手の編成についてです。育成型クラブを目指すということで、ユ

ースからたくさん選手を昇格させるが、ユースから大学に進学した選手については獲得しないのかと

いう質問がとても多いです。この質問についてはまず、監督が何を望んでいるのかというのをきちん

と聞いて、それを踏まえて、議論を進めていくことがすごく大切な作業ですね。三浦監督は、まずＧ

Ｋ以外のフィールドのプレーヤーは 20～23 人、ＧＫを 3～4 人で、ＧＫ含めて 25 人いれば十分とい

うことです。試合に絡んでくる選手というのは 20人程度。内訳としては、主力で活躍している選手は

15 人程度で、それに怪我人が出た時にプラス 2～3 人、多いときで 4 人。マンチェスターユナイテッ

ドのようなターンオーバーをすれば別なのでしょうが、我々がリーグ戦を年間で戦っていく上で、15

～19人の選手がピッチに立つということなので 22～25人の選手が必要だということになります。 

その中で、若い選手の割合は何人が適正なのか。毎年ある程度の人数をユースから昇格させています

が、その年代で競争が激化し、短期間で結果を出さなければレンタル移籍などをしなければいけない

という状況になっています。ここ数年の昇格人数を今後も続けていくことが、本当に適切か否かは少

し考えるべきかもしれないと思っています。ただ、同年代の選手が、競争が激化する中で、その競争

に負ければこのチームを去らなければならないという状況はプロサッカー選手である以上、致し方な

いと思っています。 

それで、最大 25人の枠に戻りますが、三浦監督は、やはりヴェルディで育ったユース出身の大学生を

積極的に獲りたいと言っています。これは、私もお願いしたこともあり、三浦監督も積極的に考えて

くれているようです。 

経営的なお話ですが、J２なので相変わらずギリギリですね。私がヴェルディを預かった時は債務超過

ギリギリのところで、赤字を一回でも出すと、クラブライセンスを失うという状況でしたが、現状は、

今年の終わりにはある程度の余裕ができるのではないかと思っています。そういう意味では、J1に昇

格する年は、例えば多少の赤字を出しても、資金繰りさえしっかりできていればクラブとしては問題

なく、3年経って少し余裕ができてきたという状況ですね。今クラブはそういうところにいます。 

ただ、数字だけを見るとそれだけですが、クラブの環境は 3 年前と比べて、ずいぶん改善されていま

す。それは皆さんの目にどう映っているかわからないし、サービス面で言うとまだまだですが。ガン

バ大阪戦では私がたまたまコンコースを歩いていると、何人かのお客様に「これはどこですか」とか

「どっちに行けばいいんですか」と聞かれたときに、まだまだ案内が足りていないといった思いもあ

るので、一人一人の顧客満足度からするとやらなければならないこともたくさんあると思います。し

かし、3年前と比べると少しずつ良くなっているという実感はあります。 

それで、私が就任した時にこのクラブを 5年で J1のチャンピオンにしたいと言いましたが、3年目の

シーズンが残りわずかとなってきまして、そうするとだいぶ時間がなくなってきたということですよ

ね。焦っているという事ではありませんが、我々のサッカーの質からすると、J1に上がって強化の予

算が取れて、何人かの選手をピンポイントで獲れれば、J1で十分に戦えると思っているので、早くそ

れを実現したいと思いますし、今年もチャンスがあるので最後まで出し切れればいいと思います。そ

れまでの最善の努力はチームとしてもしたいと思っています。 

それでは、質問などがあれば答えられる範囲でお答えしたいと思います。 
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参加者： 

前回のラウンドテーブルでも質問させていただきましたが、このクラブはまず怪我人が多いくそれは

トレーナーが足りないせいではないかという質問をしたところ、現場（チーム）は 2 人でもいいとい

うことを言ったからということと、怪我人が多い理由はベテランが多かったからという話を頂きまし

た。ところが、今年も怪我人が次々と出ていて、それはトレーナーの人数が少ないから一人一人の選

手のケアをできないのではないかと考えています。社長のお考えはどうなのかもう一回教えていただ

きたい。 

 

羽生： 

怪我人の数が多いか少ないかというのは、統計を取ったわけではないのでわかりませんし、怪我をし

たときの状況を考えると、果たしてトレーナーがいたから防げたことなのかどうかというのは、正直

わかりません。 

例えば、前田選手が怪我した状況は、若い選手ではよくあることで、それがトレーニングで防げたか

というのは私にはわかりません。今のところ大きな怪我に繋がってしまったというのは、キム選手と

木鈴選手ですね。木鈴選手は夏に怪我から復帰し、彼がセンターバックの主力だと思っていましたか

ら、とても痛いんですけど、木鈴についてはきちんとケアをしてクラブとしては最善の努力をしたつ

もりです。それでもああいったことが起こってしまう。それは、質の問題はあるかもしれませんが、

数の問題というわけではないと思いますし、怪我人の状況も我々のクラブがそんなにたくさんの選手

を失っているかというとそんなことはないですね。 

 

参加者： 

ヴェルディはホームタウンでいうと、駒沢ですとか、西が丘のほうがホームタウンとしては合ってい

ると思いますが、駒沢で 2 試合だけなど試合が少ないと思います。そうなるとホームタウンのお客さ

んを掘り起こす意味でどうなのかと思いますが、社長はどうお考えですか？ 

 

羽生： 

スタジアムについてはおっしゃる通りで、私どもとしては、前回も申し上げたかもしれませんが、ス

タジアムを中心に半径 3キロ、5キロ、10キロ、20キロという形で営業活動していくのが成功してい

るクラブのモデルケースなので、この周りで営業活動できないというのはつらいです。駒沢の開催に

ついては、照明をつけるということはまだまだハードルが高いですね。照明さえつけばＪリーグの開

催に耐えうるスタジアムだと思うので、そういう署名活動みたいなのがあればいいなと思いますが、

今のところハードルが高いですね。 

 

参加者： 

スタジアムについて今の話と違い、お金のことについてなのですが、西が丘や駒沢をもっと使ってい

けば、現状の味スタよりも試合運営費を削減できるのではないでしょうか？ 

 

羽生： 

J リーグの規定で、今シーズンは、ホームスタジアムの味スタ以外で試合が 4 試合開催できて、国立

と駒沢で各 2 試合行います。西が丘はタイミングが合わなかった関係で、会場が取れませんでした。

運用の方法としてはおっしゃっていただいたことと同じことをこちらでも考えています。集客に関し
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ては、日曜ナイターでビジターチームが遠方でサポーターあまり来ない試合は集客的には厳しいとこ

ろですが、そういう試合もなるべく試合を見に来てくれるお客様を増やす努力が大切だと思います。 

 

参加者： 

社長にお願いがあります。昨シーズン、思い入れがあった選手の放出により私達は大変悲しい思いを

しました。選手自身の希望であったり、チームの為であったりという状況もあるかもしれませんが、

今年は、昨年の年末のようなことがなるべく起こらないように、選手を大切にするクラブであってほ

しいです。 

 

羽生： 

私にとってもユースから昇格してくる選手は自分の子どものように思い入れがありますが、現状、い

ろんな意味でクラブのスリム化をしていて、これ以上削るところがないというところまでやっている

のが実情です。その中で、選手を一人も放出しない予算を組むとすれば、今よりも 1 億円の強化費を

減じてスタートするという選択肢もあります。ですが、そうするとＪ１昇格が難しいということを覚

悟した上で進めなければいけません。それでいいのかということがあります。 

選手を失うのはつらいですが、それはクラブ存続のためにある程度は必要だということを理解してい

ただきたいと思っています。 

誰が、残りたい、出ていきたいと言っているなど、あまり言いたくはありませんが、そういうことも

あります。当然、海外の夢を持っている選手もいます、ヴェルディで名を成したいと思っている選手

もいます。クラブの方を向いて仕事をしている選手もいますし、自分のチャンスの為だけに働いてい

る選手もいます。それはいろいろです。それを見極めているつもりではいます。Ｊ１に上がればそこ

から脱却できると思うので。 

 

参加者： 

選手が育ってきて、チームの為に売るとなると、結局そこで実質的に弱体化してしまいます。それで、

補強費にお金かけて他チームから選手を連れてきて、それが当たりかはずれかわからない。結局、堂々

巡りになってしまうと思います。 

 

羽生： 

それは異論があって、移籍金のかかる選手は一人も獲っていません。契約が切れて移籍金のかからな

い選手を獲っているつもりです。今年について、北九州の選手がすごく多く、いびつなのはわかりま

す。それは、三浦監督のサッカーを少しでも早く浸透させたいという気持ちがあり、今年はちょっと

例外的だと思いますが、そこは悪循環に陥っているわけではありません。一日も早く、そういう状況

を脱したいと思っているし、その為に、例えば入場料収入であと 5,000 万円あったら、当然何人かの

選手が…という話になるわけですよね。その力をつけていくということがクラブにとって大切なこと

だと思っています。感情に任せて残ってほしいから残したいとやっているとまたこのクラブがおかし

くなってしまいます。ただ、失いたいと思って失っているわけではないですし、選手にはみんな思い

入れがあります。 

もう一つ言えば、競争が激化しているので、皆さんが、もしかしたらこの選手は将来このクラブを支

えるであろうと思っている選手を、私たちはそう思ってないこともあるかもしれません。その選手よ

りも違う選手を評価していて、そちらの選手をとるということもあります。この前も、南選手と杉本

選手をレンタルで移籍させたら、皆さんにたくさんのご意見をいただきました。あのレンタルは彼ら
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のためでした。ヴェルディにいても出番がなくて、そこに端山選手が強化指定で入って、彼らの活躍

の場がなくなっているのであれば、レンタル移籍で出してチャンスをつかみ取って、ここに戻るのか、

他のクラブで活躍するのか、その時も杉本選手を戻すのか、同じタイプの他の選手を取るのか、25人

枠の問題があるので、そこは考えないといけないですね。それも競争です。杉本選手に思い入れはあ

りますし、南選手は支部から上がってきた選手なので、支部の選手からすると憧れの存在なんです。

昨日まで、ジュニアユース年代の支部大会をやっていましたが、あの中から成功をつかみ取る選手も

出てほしいと思います。そう考えると南にも頑張ってヴェルディで活躍してほしいですが、それは私

たちの願いであって、チャンスを掴み取るのは彼らです。競争があるのは仕方がない部分です。そこ

はきちんとした考えを持ってやっていて、つらい放出だったということがあればまた年末のラウンド

テーブルでお話します。あとは、皆さんに謝らなければならない放出だったということがあればきち

んと謝りたいと思います。 

 

参加者： 

チームは変わらなければいけないということで、今年、がらりと選手が変わったわけですが、ライタ

ーの方によると、羽生社長は積極的にチーム編成に参画しているこということでしたが、それは本当

でしょうか。また、過去にフロントがたびたび現場に介入して現場の仕事がうまく進まなかったとい

うお話がありますが、そのことはどう思いますか。 

 

羽生： 

チーム編成に介入するということがどういうことかわかりませんが、私は選手の獲得や放出に関して

の話はしません。それは社長の仕事ではないので。予算管理については話します。全体の強化費の中

でやるということと、当然、こういうサッカーを志向してほしいという話はしますが、それ以外にこ

の選手をどうこうするという話はしていません。ただ、監督からどう思うかと聞かれれば、自分はこ

う思うということは言います。三浦監督とは、そういう話をすることがよくあるので、それに対して

意見は言います。最終的には、予算内であれば強化部長と監督が判断して決めることなので、それに

ついて私が指示を出すということはありません 

 

参加者： 

チームの成績などでうまくいかなかった場合、監督スタッフは責任を問われてチームを去っていくわ

けですが、羽生社長が就任して 5 年のプロジェクトの約半分が経ったわけですが、5 年後に社長が公

言していたプロジェクトが完遂しなかった場合、社長の覚悟をお聞きしたい。時期尚早かもしれませ

んが覚悟を聞かせてもらえるのともらえないのとでは、サポーターとして覚悟の度合いを受け取れな

いし、ラウンドテーブルでもあまり話が出ていないようですのでお聞きしたい。 

 

羽生： 

 5 年後にＪ1 チャンピオンになりたいというのは、あの時真剣に言ったことですし、それについては

責任があると思います。覚悟という意味で言うと、あまり人に言うことではありませんが、私はこの

クラブに人生をかけようと思って来ています。なので、あのとき私の友人から 4 億円を集めました。

ほとんどが私の友人で、「お前がやるなら助ける」というので、そういう人から助けてもらいました。

私はその株主に対する大きな責任があります。私には退路もあるわけではありません。私は本当にこ

のクラブで日本一になりたいと思っていますし、世界一になりたいと思ってきているわけです。仮に、

5 年経ってＪ１のチャンピオンになれなかった場合にどう責任を取るのかと言われれば、それは経営



6 

 

者としてその時にクラブがどういう状況にあるかを見て判断します。私が、私とクラブを助けてくれ

た株主に対してその責任を果たして、クラブがこの先、私でなくても大丈夫だと思えば私はいつでも

辞める覚悟です。経営者とはそういうものです。それを結果が出ていないから辞めろと言われるかも

しれないし、そういうリスクはあるんですよ。そう意味で言うと、監督と一緒です。私は社長業をや

るのも初めてなので、試行錯誤をしながら、失敗もしながらスタッフのみんなに助けてもらいながら

やっています。覚悟は持ってやっていますし、投げ出すことはできません。責任がそこにあると思っ

ています。辞めることで責任が取れると思えば辞めますし、辞めることが無責任だと思ったら辞める

べきでないと思っています。そういう意味では、思いは皆さんといっしょです。 

参加者： 

ヴェルディの地域活動について、昔から言われていますが、選手参加が極端に少ないと思います。他

のチームでは積極的に地域活動に参加している印象があり、そのチームは選手との契約内で地域貢献

活動も含めた契約を結んでいるのではないかと推測しています。ヴェルディでも選手が地域貢献活動

に積極的に参加できるような契約も含めて対応できますか。 

また、提案として、地域のお祭りなどのイベントで試合のチケットをその場で売れたらいいなと思っ

ています。劇的に売り上げが上がるとは思いませんが、買ってくれた人がどういう人か（年齢や家族

構成）、どういう思いでチケットを買ってくれたのかが直接感じ取れると思うので、地域活動で直接手

売りすることはいかがでしょうか。 

 

羽生： 

選手派遣については、監督とも話をして、当初は、試合の翌日などは地域活動に選手を参加させても

よいと言っていました。しかし、日曜日に試合、月曜日に練習試合となると、選手を出せなくなって

しまっているということがあります。また、三浦監督の方針としては平日の練習が通常ある時は、地

域活動などには参加出来ないということになっています。なので、年間計画の中で選手の参加が必要

なイベントを決めておけば、事前調整をして参加することは可能ですので極力参加できるようにやり

ましょう。今シーズンはどこまでできるかわかりませんが、来シーズンはじめに年間計画を出せば調

整できるのでそれはやりましょう。あと、チケットを販売するということはとても良いアイディアだ

と思います。今なぜできていないのかは担当のスタッフに聞いてみないとわからないのでそれも勉強

しておきます。もしハードルがないのであれば今年からやりましょう。 

 

田中： 

チケット担当の田中です。先ほどのご質問の答えですが、過去何度もやったことがありますが、いき

なりチケットを買う人はほとんどいらっしゃいませんでした。そういった経緯があるため、現在は（割

引などのある）優待チラシを配るといった対策・対応を取っています。とはいうものの、やはりおっ

しゃる通りその場で買っていただくことが一番良いので、質問をいただいたことも踏まえやっていき

たいと思います。 

 

参加者： 

選手の契約についてお伺いしたいのですが、ユースから何人ぐらい昇格させるかということも含めて、

若手の競争が激化するというお話でしたが、昇格させるときに契約を何年するかということが大事な

問題だと考えています。ある程度長い期間の契約をすればある意味、プロテクトにもなるし、経営の

判断でどうしても放出させなければいけない場合も育成費のほかに移籍金を獲れるのではないかと。

ただし、契約を長くすると若手の競争が激化するときに足かせになる場合もあるのではという思いも
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あり、悩ましいところだと思い、社長の考えをお伺いしたいのと、関連で、シーズン中に契約を更新

するということがあり得るのか、その場合どのように判断しているのかをお聞きしたいと思います。 

 

羽生： 

契約延長の必要があれば、その時点で交渉しています。複数年契約については、難しいところで、我々

がオファーをしても選手と代理人が受けるかどうかは分からないところと、18歳の選手は、春先の評

価と 5、6か月後で全然違う選手になってしまいます。それは見極めながらやります。でも難しいです。 

 

参加者： 

チームの収入であるスポンサーからのスポンサー料は毎年更新しているかと思いますが、増資を募る

と変な企業が入ってしまう可能性があり、そうなると問題だと思います。それは、経営的に効果があ

るかということと、それから理由があれば教えてください。 

 

羽生： 

無条件に際限なく増資をするといことは望んでいませんが、先日、何千万円かの枠の増資の枠が株主

総会・取締役会で通りました。できればホームタウンの企業の方とか個人の方とかに 100 万円単位な

どで株を持っていただくということは必要だと思っています。ただ、今、クラブが経営的にとても苦

しく、シーズンシートの売り上げが他クラブに比べても少なく、シーズンシートの売り上げが年初に

あれば、資金繰りがとてもしやすくなります。そこがまだ見込めないので、増資をして年初に資金が

あれば経営者としてはやりやすいんです。ただ、それだけの為に増資するというのはあまり健全では

ないので、そういったやり方は考えていません。 

 

参加者： 

シビアな質問です。ここ 2、3年ずっとですが、調子のいい時と悪い時と明確になっていて、原因とし

ては、社長も非常にやさしく、サポーターもやさしいということで、選手が少し甘えているというか・・・、

負けてる時に選手から危機感が感じられなくてすごく不満です。本当にこの試合を落としたら、この

シュートを決めなきゃ死ぬぐらいの気持ちが全然感じられない。調子が悪い時にメンタルが弱い気が

しますがいかがお考えでしょうか。 

 

羽生： 

おっしゃる通りです。やはり何年、何十年かわからないが、クラブにそういう気質がある。それを払

拭しないといけないと思っています。よく例えるのですが、クラブの規模を器に例えて、大きな器が

あっても少ししか中身が入っていなければそれが実力なんです。自分たちの器が小さくても、こぼれ

る位まで中身が入っていたら、少量しか中身のない大きな器にも勝てます。サッカーとはそういうこ

とだと思っています。でも、なかなかいっぱいいっぱいまで入らない。いつも少なめ目です。夏前か

ら三浦監督と話をしていて、一点差で負けたら、選手は『自分たちはこんなはずじゃない、もっとや

れるはずだ』とどこかで思っているかもしれません。『このシュートを入れられたら、来年がない』と

選手が思うためには、一度、徹底的にやられなくちゃダメなのかもしれないと三浦監督が言っていま

した。そうしたら、京都に惨敗してしまいました。実際、あのときからチームは変わりました。それ

が本当にこびりついたものだから急によくなるかわかりませんが、おっしゃるとおりです。頑張りま

す。 
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参加者： 

このクラブは日本で初のプロクラブ、ユースも有名です。ホームタウンも東京ということで 3 年前の

千葉戦などでもたくさんの人が入って、他クラブのサポーターである友人が、やはり東京の力はすご

いと言っていました。東京は非常に力があって、惜しいというかもったいないなと。現状、Ｊ1 に上

がってほしいがまだわからないし、本当に、Ｊ1 に昇格することだけしかできないのかなと思いがあ

り、今後の見せ方やクラブの方向性、あり方ついてどうお考えでしょうか。 

 

羽生： 

難しい質問ですね。現在、Ｊクラブが 40チームあるか中で親会社が無く、地域と周辺の株主に支えら

れて成功しているクラブは、新潟、仙台、甲府、大分など地方型のクラブばかりで、都市型のクラブ

は、親会社が大きいところばかりです。私は、地域に根差した都市型のクラブでの成功した事例にな

りたいと思っています。私は日本のサッカーに貢献したいと思っています。ヴェルディが今の環境で

成功したら、もしかしたら東京の中にもう少しＪクラブを応援してくれる自治体があるかもしれない。

人口 1300万人の都市で、Ｊリーグのスタジアム規定を満たすスタジアムが国立と味スタしかありませ

ん。これは人口 800 万のロンドンと比べても少なすぎます。我々が成功したら、Ｊリーグがもっと成

功して、サッカー業界自体が大きくなって・・・と思うんですよ。ですから、この形態で成功したい

と思っています。ただ、実際にやってみて、東京が難しいのは、ライバルは他のサッカークラブでは

なく、他のエンターテインメントということです。情報がたくさんあり、世の中の皆さんはヴェルデ

ィのことを考えてくれない、ヴェルディ・ベレーザの試合がいつあるかを知らない人が多いのが事実

です。家族での休日の過ごし方で選択肢にヴェルディは入りません。アウェイで他県に行った際に、

試合の翌朝、テレビをつけると、試合の結果が地上波で流れています。新聞を見ると勝ってなくても

カラー面に載っています。環境が全然違います。ですが、その反面、ユース・Ｊｒユース・ジュニア

のセレクションをする際、数人の募集枠に 300 人以上が受けに来ます。見方さえ間違わなければいい

こともたくさんあります。私は将来的には 35億円のクラブになりたいと思っていて、ビッグクラブに

勝ちたいと思っています。 

 

参加者： 

今年在籍している外国人選手は 2 名ですが、外国人選手ならではの対応・サポートはありますか。通

訳以外の身の回りのサポートなどがもしあれば、教えてください。 

 

羽生： 

特別なことは特にありません。通訳はつけていますがそれくらいです。日常レベルでは彼らも日本に

慣れてきているので、特にはありません。 

 

 

 

参加者： 

先日、クラブハウスに行った時にグラウンドが駐車場になっているのを見て驚いたんですが、練習場

をどのようにしていくのか聞かせてください。 

 

羽生： 

現状練習場の敷地をすべて借りることができていません。我々の今の資金力だと厳しいところですが、
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少しずつクラブハウスは借り増しして広がっています。皆さんは気付かないかもしれなませんが、半

分しか借りていなかったのが、今年は 3 分の 2 まで借り増ししていて、状況は好転しています。グラ

ウンドについては、現状、育成チーム用で人工芝 1面と TOP用で上の天然芝グラウンド 1面を年間で

借りていて、下の天然芝は年間ではなく、使う時に借りている状況です。現状は TOPチームが上の天

然芝グラウンド 1面と、多摩陸を使わせていただいているので今のところは何とかなっています。今、

困っているのはベレーザのグラウンドですが、下の天然芝グラウンドと、駒沢女子大学のグラウンド

をお借りして練習しています。J１に昇格すれば、下の天然芝グラウンドも借り増しできるかもしれま

せん。J１に昇格した時に前のようなクラブハウスに戻れればいいなと思っています。 

 

参加者： 

ベレーザの試合日程について、ホームゲームと言いながら地方での開催が多くてベレーザパス（年間

チケット）を買おうかと思いましたが、断念しました。なでしこリーグの理念にはないかもしれませ

んが、地域に密着するという観点は必要だと思っています。金銭的な理由が多いのではないかと思っ

ていますが、来年以降も今年のような地方での開催をしていくのか、それともホームタウンでの開催

を増やしていくのか、どのようにお考えでしょうか。 

 

羽生： 

J リーグの開幕当初がそうだったように、今のベレーザは地方からのニーズがあり、今はまだ女子サ

ッカーがブームなんです。まだ日本全国に女子サッカーの存在を知ってもらう、女子のトップリーグ

のレベルを知ってもらうという作業も必要だと考えているのでお誘いがあれば、何試合かは地方開催

するべきだと思っています。今は女子サッカーという文化を日本全国に広めるということと、資金的

な面もあります。その２つの面からもう少しの間、そうすべきだと考えています。 

 

参加者： 

東京以外のチームの国立競技場開催が年に何試合かあるが、なぜ東京でもないチームが国立で試合を

やるのかが個人的にはあまり気に入いりません。J リーグに対する文句になるかと思いますが、東京

をホームタウンとするチームとしてどう思いますか。 

 

羽生： 

私の意見は違って、J リーグ全体でいうと東京都民１３００万人に対する J リーグという存在のプロ

モーションが足りないと思っています。国立で開催することでどれくらいの効果があるかという話に

もなりますが、東京という場所で、J リーグの様々なクラブがプロモーション活動をしてほしいと思

います。その代わりに、国立で試合をする際は併せて、例えば、東京のクラブの試合告知の協力をす

るといったルールを作って、いろんなクラブにいろんなことをやってほしいと思います。まず皆さん

にディズニーランドとかではなく、サッカーに目を向けてほしいと思っています。ですので、私はど

ちらかというと競技場が空いているなら、たくさん試合をしてもらって、その代わり、東京のクラブ

の告知協力をしてほしいと思います。 

 

参加者： 

現状、スポンサー収入がクラブ経営の大きなウエイトを占めていると思います。ずっとヴェルディの

スポンサーをしてくれているミロク情報サービス（MJS）是枝社長も心からヴェルディを応援してい

てくれて、アウェイに行くと一緒に応援したりして、サポーターとして感謝と尊敬の念を感じていま
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すが、現状だとヴェルディのスポンサーであるメリットがなかなか見出せないと思います。会社とし

てスポンサーをする時の具体的なメリットを、どのようにして営業をかけているのかを教えていただ

きたいです。 

 

羽生： 

確かに、マーケティング的な効果は、現状のヴェルディでは大きくないかもしれません。その中でヴ

ェルディのスポンサーになっていただき、続けていただいているのはヴェルディへの愛情があるから

こそだと思います。まずは少額でもいいので我々の仲間に入っていただくということが大切で、MJS

様も初めの頃のスポンサー料と比べて、今は何倍も支援していただいています。スポンサードしてい

ただく上で、そういう形が理想です。あとは、東京というナショナルスポンサーの多い地域ですから、

J１に上がれば興味があるという企業はたくさんあります。現状、我々は J２のクラブなので、どのよ

うにして営業していくかですが、印象としては、ヴェルディのことを知って一度中に入ってやっても

らえれば継続していただけるところが多く、どうしたら継続していただけるのかだとは思います。で

すが、それはどちらかというとマーケティング的な意味合いではなく、たとえば、地域に貢献する、

社会に貢献するなど、そういう意味合いに重きを置き、ヴェルディの魅力を知っていただくというの

が大きいですね。あと今年も何社かスポンサーに加わってもらった企業で、個人向けではなく企業向

けの会社は、自社がヴェルディの応援をするということを社員の方々が喜んでくれて社員のモチベー

ションアップや、帰属意識を高めることになっているというケースも耳にしますのでそういった切り

口でも営業をしています。 

 

 

参加者： 

ユースから昇格した選手がトップに上がった途端に試合出場機会が減ってしまい、伸び悩んでしまっ

ているのではないかと思います。問題がいろいろあることもわかりますが、たとえば近隣のチームと

だけでも試合をする機会を作るなどして何とか若手選手の出場機会が確保できないものでしょうか。 

 

羽生： 

確かにサテライトリーグがないことが大きな問題なんです。それは私が J リーグ事務局長時代からず

っと変わらない問題です。どうやればサテライトリーグができるかと議論するが、Ｊリーグに資金的

余裕がありません。クラブにいるとなかなか将来の投資ができないので、Ｊリーグがやらなければい

けないが、Ｊリーグにお金がありません。我々クラブもプロとして、ある程度お金を集めて、育成に

投資したりすることが必要です。18歳で昇格した選手の出場機会がないというのはおっしゃる通りで

す。しかし、それは何チームか集まって試合をやるだけではなく、真剣勝負の試合をしないと選手は

伸びません。そういう場を作れていないというのは確かにつらい状況です。現状だと我々は、選手自

身で掴み取れとしか言えません。 

 

参加者： 

先ほどから聞いているとＪ1に昇格したらという話が多いと思います。かたや、Ｊ2にいる間は選手を

売っていかなければならないといっていて、優先順位として昇格が優先なのか、存続が優先なのかが

はっきりしていません。両立しなければならないのは理解しています。サポーターは昇格したくてや

っているが、それで無理をしてクラブが無くなってしまうと意味がありません。その逆も困ります。

昇格が優先か、チーム作りが優先かが、もしあるのであれば教えてほしいです。今年は昇格する勝負
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の年だというのであれば伝えておいてほしい。全国を回って応援してきて感じたのですが、6 月頃か

ら、選手の意識としてはチームを作っていく段階だと思っているように感じましたが、サポーターと

しては昇格するには今のままの勝ち点では難しいと思っていて、歩みの速度ですごく差を感じました。

お互い思っていることがずれていると、関係が悪くなるだけです。今年は実際どうなのか、勝負の年

は来年来るのかを知りたいです。 

 

羽生： 

まず、クラブの存続はプライオリティ以前の問題で、私の義務です。私に課せられた大きな義務です。

それをより良い方向にするということも私に課せられた課題です。優先順位については、クラブのス

タッフと話をしても、そういう段階があってもよいのではという議論はあります。予算を減らして若

手を育てる年を作るという議論は内部でもしていて、確かにそういう考えもあるかもしれないと思い

ますが、ただ、我々の周りにはたくさんの支えてくれている人がおり、「今年はＪ１に上れない育成す

る年だ」といっても我慢してくれる方もいると思いますが、我慢してくれない人もたくさんいるでし

ょう。それは事実ですので、1 億円減じた予算を後者に提示した時に、はたして受け入れてもらえる

のかということがあります。それはもしかしたら、存続自体にかかわってくるかもしれません。そう

すると、ある程度の体制を作りながらやっていかなければいけないということもあるので、求められ

るのはその匙加減です。今年に関していうと、サッカーは変えなければいけないと思っていましたし、

器と中身のお話もできてよかった。満タンにしたいけど満タンにならない。選手がもっと走れるだろ

うと思うし、あの場面で足を出せば失点しなかったのではと思うこともありますが、このクラブはま

だそれができません。それをやらせなくてはいけない、文化から変えなくてはいけないのです。です

が、少しずつ変わってきています。それは三浦監督に一番期待していたことですし、本人も苦しんで

います。このクラブは名門ですし、東京のクラブですし、みんなＪ１に上ってほしいと思っているし、

プレッシャーがとてもあります。その中で苦しんでやってきて、チームは変わってきています。私は

先日の京都サンガＦ.Ｃ.戦から変わってきていると思っています。時間がかかりすぎたと思っているか

もしれませんが、でも変わってきています。若い選手も育っています。私はこのチームはこの時点で

昇格できないとも思っていませんし、昇格のチャンスがあると思っています。ただ、リーグの他チー

ムの状況を考えると去年の方が昇格する可能性は高かったと思います。今年はガンバ大阪やヴィッセ

ル神戸などのビッグクラブがいます。でも勝てるチャンスはあります。最後は 6 位までに入って、国

立で勝って昇格したいと思っています。そう信じています。1 年我慢して、来年勝負するなんてでき

ません。少なくとも私の性分に合わないです。昇格できると信じてシーズンの始めを迎えたいです。

私は選手を信じていますし、監督を信じています。勝負は最後の 5 試合です。最後の 5 試合で、チー

ムの状況がどうかです。今、器の中身がずいぶん入るようになってきています。最後、中身が満タン

になってこぼれるくらいのチームになれば昇格できます。それを信じましょう。 

 

 

 

羽生： 

最後に、次のラウンドテーブルは冬ですね。私が J リーグ事務局長の時に、川崎フロンターレのサポ

ーターと仲が良くて、新潟のアウェイの時に温泉に泊まって朝まで生討論のような企画で午前 5 時ま

で話をするイベントがありました。何が言いたいかというと、このようなかしこまった場ではなく、

もっとアットホームな形で話をする場があればいいなと思っています。意見があれば言ってほしいと

思いますし、クラブハウスに来ていただけたら、私がいることもあるので、個別に言ってほしいです
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ね。こういった会の今後のやり方はまた話し合ってやりましょう。本日は、試合の当日にお集まりい

ただき、ありがとうございました。 

 


